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問 2





問 1





展開②


（15分）





展開①


（10分）





導入


（５分）





　他者と資料等に基づいた合理的な議論を行い，他者の意見を真摯に聞き，時には自らの意見を変え，より良い意見を創出していくことの重要性について理解させる。


　単に「○○とする」という項目の列挙にとどまることなく，条例として成文化したものを作成させる。


　議論の冒頭又は途中で，ルールを作るに当たり，「目的を達成する手段として個人の自由を必要以上に制限していないか」と問い掛け，議論を深める。





●グループワーク


・個人ワークの検討結果を踏まえ，問２をグループ（４名程度）で議論させ，条例を作成させる。





●個人ワーク


・どのような条例を作れば問題解決を図ることができるかを考えさせ，条例案を作成させる。





以下を参照して説明する。


●ルールづくり（ルールの在り方を考える）の概要「４ どのようなルールが良いか（ルールの内容）」➡10ページ





●ルールを作成する際の留意事項として，ルールの内容を評価する視点を説明する。





●課題把握


・「資料」及び「ワークシート」を配布し，課題を把握させる





各自が条例案を作成する権限がある前提で，利害関係者の主張，ルールの内容を評価する視点（手段の相当性，明確性，平等性）及び次の観点を踏まえ，条例案を検討する。


［観点］


●利害関係者の誰もが納得できる内容を目指すこと


●誰に向けたルールなのか，ということを意識すること（海水浴客なのか事業者なのかなど）


●ルール違反者への対処方法についても検討すること（罰則の有無）





内容





どのような条例を作ればよいだろうか。項目ごとに考えよう。





指導上の留意点





進行


（所要）





指導計画【想定授業時間：50分】





それぞれの案を持ち寄って話し合い，どの利害関係者からも納得の得られる内容の条例を作ろう。　※単に項目を列挙するのではなく，文章化すること。





予想される生徒からの意見





まとめ①


 （10分）





以下を参照して説明する。


●ルールの意義・必要性：ルールづくり（ルールの在り方を考える）の概要「２ ルールの意義・必要性について」➡８ページ


●ルールの機能：「はじめに」の「１（２）法の機能」の①，②，③➡２ページ


※④（資源を配分する機能）は，国家が一定の政策に基づいて，資源を配分するための機能であり，本指導案におけるルールと直接関連するとは言い難いため，ここでは取り上げない。





以下を参照して説明する。


●ルールづくり（ルールの在り方を考える）の概要「３ どのようにルールを作るか（手続の公平性）」➡９ページ


※展開①，②で作成したルールや，上記「不適切なルールの例」を取り上げ，「自分が関係者だったとして，自分が全く知らないところで，一部の人たちだけでこのようなルールが勝手に作られていたら納得できるか」等と問い掛けてから，手続の公平性についての説明を行うことが考えられる。





●手続の公平性を説明する。





　生徒が作成したルールが，ルールの内容を評価する視点を踏まえたものとなっているかについて評価を行う。


●ルールの例


・「海水浴場内施設の閉店時間は，20時とする」


・「事業者が閉店時間の規定に違反したときは，指導を行うこととする。指導を行っても改善されないときは，１週間の営業停止処分とする」


●不適切なルールの例


・手段の相当性，平等性を欠くもの


「事業者が閉店時間の規定に違反したときは，海水浴場の全事業者を営業停止処分とする」


・明確性を欠くもの


「利用者も事業者も，他人に迷惑を掛ける行為をしてはならない」





●発表，講評


・生徒に検討結果を発表させる。


・教員による講評を行う。





●ルールの意義・必要性と機能を説明する。





参考：逗子海水浴場事業者・利用者ルール





まとめ②


 （10分）





ルールの意義・役割については，次のような説明が考えられる。


●ルールの機能について，「事業者が閉店時間の規定に違反したときは，指導を行うこととする。指導を行っても改善されないときは，１週間の営業停止処分とする」というルールがあれば，このルールによって，次の効果が考えられる。


①違反をすると自分が後で損をするという心理的抑制が働き，秩序が維持される（人の行動を規制し，社会の秩序を維持する機能）


②違反行為が明確に定められていることにより違反にならない行為が明確となり，安心して事業を営むことができ，経済活動が促進される（人の活動を促進する機能）


③実際に違反をした人がいた場合の紛争解決方法が明確になっており，紛争解決に資する（紛争を解決する機能）


※ルールの意義・必要性や機能について，より深く考えさせたい場合，「【コラム】共有地の悲劇」の事例（➡23ページ）を用いることも考えられる。


※以下の参考事例を紹介することで，現実問題として捉えさせることも考えられる。





●「振り返りシート」を配布し，授業の振り返りを行う。





　神奈川県逗子市は，海岸区域に近接して住宅が密集している逗子海岸の地域的な特性に鑑み，安全で快適な逗子海水浴場の確保のため，関係者（市民，観光・商工団体，自治会，市職員等）による検討を経て，次のようなルールを導入した。


［事業者側のルール］


・海の家は20時閉店とし，クラブ化・ライブハウスの形態での営業は禁止


・海の家は砂浜を清掃し，組合はごみ収集業者との契約等を行う


・違反行為によっては，営業停止等の処分を行う


［利用者側のルール］


・砂浜での飲酒の禁止（海の家では可能）


・スピーカー等の使用の禁止


・水上オートバイ等の遊泳区域への乗り入れ禁止，砂浜への持込禁止


・自らの出したごみを持ち帰る








